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18 　前生物学的に生成するポ リア ミ ノ酸

Protein　hydrolysis　for　extraterrestrial　life　survey

　　香田輝 、 仲井貴弘、金丸博 、〇 三 田肇

　　　　　　 （福 岡工 大 ・生命環境）

Koda，　H ．，Nakai，　T．，　Kanamaru ，　H ，　and 　OMita，　H ，

　　　　　　（Fukuoka 　Inst．　Technol．）

緒言 ：ア ミ ノ酸 （その 前駆体）は、炭素隕石 な ど い ろ い ろ な宇宙物質の 中か ら検出 され 、様 々

な前生物的環境 を模擬 した実験で も生成す るこ とが 知 られて い る。生命の 誕生 に向けた次の

ス テ ッ プと して 、
こ れ らの ア ミノ酸が縮重合 し て ポ リア ミノ酸が生成 し、機能 を発現す る こ

とが必要で あ る 。 既 に、ポ リア ミ ノ酸の 生成に つ い て は、リン ゴ酸 モ ノ ア ン モ ニ ウ ム の 加熱

熔融 （Harada　et　al ，，1959）、熔融尿 素中で の ア ミノ酸 の 縮合 （Terasaki 　 et 　al ．
，
2002，　 Mita

at 　al ．，2005 ）、 ア ス パ ラギ ン 水溶液 の 加熱 （KQvacs 　 et 　al ．
，

1953
，
　 Munegumi 　et 　al ．

，
1994）

をは じめ、い ろ い ろ知 られ て い る 。 さらに、機能発現 に つ い て は 、一部で構 造形成 （Fox　et 　al ．
，

1959； Yanagawa　et　al ．，1988）や触媒活性 （F・x　et　 al ．，1962； Nakashima　and 　Fox，1981）

などが論 じ られて い る が 、研 究は さほ ど多くな い 。こ こ で は 、リン ゴ酸 モ ノ ア ン モ ニ ウム の

加熱熔融系に つ い て 、構造形成 と構造形成 に伴 う分子 の 選択な どに つ い て の研究 を行 っ た。

実験 ： リン ゴ酸モ ノ ア ン モ ニ ウム の 粉未 を、標準的に 減圧封管中で 180℃ で 6h 加 熱す る こ

とで 、プ ロ テ ノ イ ドを得た。こ の プ ロ テ ノ イ ドに 水を加 え分散 させ た後、沸騰水中で 加 温 し、

プ ロ テ ノ イ ドを溶解 させ た。溶解 し な い プ ロ テ ノ イ ドは 、冷 え な い うち に メ ン ブ ラ ン フ ィ ル

タ
ー

で 濾別 し た。飽和溶液 を、室温 ま で ゆ っ く り冷却 させ た。こ の 分散液を、少 量 と り、メ

ン ブ レ ン フ ィ ル タ
ー

上に 析出物を集めた。こ れ を、走査 型電子顕微鏡 （SEM）で観 察 し た。ま

た 、分散液を動的光散乱計 （DLS）に か けた。

結果 ： リン ゴ 酸モ ノ ア ン モ ニ ウム を加 熱 し て得 られ た プ ロ テ ノ イ ドを、水に 分散 ・加熱 ・冷

却 し て 得 られ た 析出物を SEM で観察す る と、球状構造物 （プ ロ テ ノ イ ド ミ ク ロ ス フ ェ ア ）の

形成 を確認 す る こ とが で きた。こ の ミ ク ロ ス フ ェ ア 形 成時 に 、金 属イ オ ン 水溶 液を用 い た と

こ ろ 、共 存す る 金 属イ オ ン とそ の 濃度に よ り、形 成す る ミ ク ロ ス フ ェ ア の 粒径 が 変化す る こ

とがわ か っ た。Na＋や K＋

に 比 べ て 、　 Mg2
＋

で 、大きな ミ ク ロ ス フ ェ ア が形 成され た。また 、金属

イ オ ン濃度が高 くな る と、粒径 が よ り大 き くなる こ とが わか っ た。た だ し、粒径 が大 き くな

りす ぎる と、ミ ク ロ ス フ ェ ア の凝集 ・沈殿 が生 じ、均
・t一

な分散状態 が失われ る こ と もわ か っ

た。

　また 、リン ゴ 酸 モ ノ ア ン モ ニ ウ ム を加熱熔融 して 生成 した プ ロ テ ノ イ ドや 、分 散後に 生 じ

た析出物を再溶解 した プ ロ テ ノ イ ドなど の 分 子量測定を質量分析 計 に よ り行 っ た結果 な どに

つ い て も報告す る。
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